
【SR-10　メタアナリシス】

P I

C O

方法
統合値

その他の解析
コメント：

メタリグ
レッション

感度分析

フォレスト
プロット

コメント：Grade 2以上の皮膚炎

ファンネル
プロット

コメント：バイアスは少ない

モデル ランダム効果モデル Inverse Variance法
効果指標 OR 　0.92（0.61-1.37）P=0.67

研究デザイン
コホート研究、ケースコント
ロール研究 文献数

4

コード

Shanley 2006、Park 2014、Pierce 2000、Huszno 2013

CQ
BRCA1/2遺伝子病的バリアント陽性の乳房手術後乳癌患者に放射線療法は勧め
られるか？

乳房手術後の乳癌患者 BRCA1/2病的バリアント陽性乳癌患者
に放射線治療を行う

BRCA1/2病的バリアント陰性乳癌患者
に放射線治療を行う

急性放射線皮膚炎（Grade 2以上）
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P I

C O

方法
統合値

CQ
BRCA1/2遺伝子病的バリアント陽性の乳房手術後乳癌患者に放射線療法は勧め
られるか？

乳房手術後の乳癌患者 BRCA1/2病的バリアント陽性乳癌患者
に放射線治療を行う

BRCA1/2病的バリアント陰性乳癌患者
に放射線治療を行う

急性有害事象（乳房痛）

研究デザイン
コホート研究、ケースコント
ロール研究 文献数

3

コード

Shanley 2006、Pierce 2000、Huszno 2013

モデル ランダム効果モデル Inverse Variance法
効果指標 OR 　1.18（0.73-1.92）P=0.51

フォレスト
プロット

コメント：

ファンネル
プロット

コメント：

その他の解析
コメント：

メタリグ
レッション

感度分析
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C O

方法
統合値

CQ
BRCA1/2遺伝子病的バリアント陽性の乳房手術後乳癌患者に放射線療法は勧め
られるか？

乳房手術後の乳癌患者 BRCA1/2病的バリアント陽性乳癌患者
に放射線治療を行う

BRCA1/2病的バリアント陰性乳癌患者
に放射線治療を行う

晩期有害事象（皮下組織）

研究デザイン
ケースコントロール研究

文献数
2

コード

Shanley 2006、Pierce 2000、

モデル ランダム効果モデル Inverse Variance法
効果指標 OR 0.77（0.16-3.73）P=0.75

フォレスト
プロット

コメント：1編はイベントなし、RTOG/EORTCスコアGrade2以上の皮膚障害

ファンネル
プロット

コメント：

その他の解析
コメント：

メタリグ
レッション

感度分析



【SR-10　メタアナリシス】

P I

C O

方法
統合値

その他の解析
コメント：

メタリグ
レッション

感度分析

フォレスト
プロット

1編は皮弁壊死、1編はRTOG/EORTC Grade2以上についての評価

ファンネル
プロット

コメント：

モデル ランダム効果モデル Inverse Variance法
効果指標 OR 0.90（0.39-2.12）P=0.82

研究デザイン
ケースコントロール研究

文献数
2

コード

Shanley 2006、Pierce 2000、

CQ
BRCA1/2遺伝子病的バリアント陽性の乳房手術後乳癌患者に放射線療法は勧め
られるか？

乳房手術後の乳癌患者 BRCA1/2病的バリアント陽性乳癌患者
に放射線治療を行う

BRCA1/2病的バリアント陰性乳癌患者
に放射線治療を行う

晩期有害事象（皮下組織）



【SR-10　メタアナリシス】

P I

C O

方法
統合値

その他の解析
コメント：

メタリグ
レッション

感度分析

フォレスト
プロット

コメント：1編は肺線維化、1編はRTOG/EORTCスコアでGrade2以上

ファンネル
プロット

コメント：

モデル ランダム効果モデル Inverse Variance法
効果指標 OR 5.37（0.55-52.24）P=0.15

研究デザイン
ケースコントロール研究

文献数
2

コード

Shanley 2006、Pierce 2000、

CQ
BRCA1/2遺伝子病的バリアント陽性の乳房手術後乳癌患者に放射線療法は勧め
られるか？

乳房手術後の乳癌患者 BRCA1/2病的バリアント陽性乳癌患者
に放射線治療を行う

BRCA1/2病的バリアント陰性乳癌患者
に放射線治療を行う

晩期有害事象（肺）
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P I

C O

方法
統合値

その他の解析
コメント：

メタリグ
レッション

感度分析

フォレスト
プロット

コメント：

ファンネル
プロット

コメント：

モデル ランダム効果モデル Inverse Variance法
効果指標 OR 1.92（0.27-13.88）P=0.52

研究デザイン
ケースコントロール研究

文献数
2

コード

Shanley 2006、Pierce 2000、

CQ
BRCA1/2遺伝子病的バリアント陽性の乳房手術後乳癌患者に放射線療法は勧め
られるか？

乳房手術後の乳癌患者 BRCA1/2病的バリアント陽性乳癌患者
に放射線治療を行う

BRCA1/2病的バリアント陰性乳癌患者
に放射線治療を行う

晩期有害事象（肋骨）
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P I

C O

方法
統合値

その他の解析
コメント：

メタリグ
レッション

感度分析

フォレスト
プロット

コメント：Broeksの論文は、BRCA以外の遺伝子変異も含まれている。このメ
タアナリシスは引用しない。

ファンネル
プロット

コメント：

モデル ランダム効果モデル Inverse Variance法
効果指標 OR 　　（　　　-　　　）P=

研究デザイン
コホート研究、ケースコント
ロール研究 文献数

2

コード

Bernstein2013、Broeks 2007

CQ
BRCA1/2遺伝子病的バリアント陽性の乳房手術後乳癌患者に放射線療法は勧め
られるか？

BRCA1/2遺伝子病的バリアント陽性の
乳房手術後乳癌患者

放射線治療を行う

放射線治療を行わない 対側乳癌発症
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